
　４月１７日と１８日の２日間、宮津地区で春の祭礼が行われ、町文化財の２台の
山車が地区内を引き回されました。軽快に響き渡る囃子の音に合わせて、老若
男女が楽しそうに綱を引っ張っていました。
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“ 祭りは 最 高 ” 
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主な内容 

新行政協力員を紹介 

年に一度は健康診査を 

生涯学習フェスティバル 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　町と各地区のパイプ役として活
躍していただく平成２２年度行政
協力員を紹介。 

　病気の早期発見のため、年に一
度は健康診査を受けましょう。 

　盛りだくさんのイベントを企画。
講演会や作品展示会場へお出掛
けください。 

　山林保護に力を注いだ人物の石
碑を訪ねる。森を守るのは大変？ 
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政
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す

　平成２２年度の行政協力員の皆さんが決
まりました。
　行政協力員の皆さんは、大字や自治会
の長に選出された方で、地域の要望や意
見の取りまとめなど、町と地域を結ぶ
パイプ役として１年間ご協力いただきま
す。（敬称略）
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年に一度は健康診査を 
受けましょう 
年に一度は健康診査を 
受けましょう 
年に一度は健康診査を 
受けましょう 

日ごろ、健康だと思っている方の中
から、思わぬ病気が発見されること
があります。健康診査は、早期発見、
早期治療するための第一歩です。
ご自身や、家族の健康を守るために
も、ぜひ受診してください。 

平成22年度　健康診査の受け方 
あなたの年齢や、加入している医療保険から、どの健康診査を受診できるのか、ご確認ください。 

16歳～39歳までの方 町の基本健康診査（無料） 

町の特定健康診査（無料） 

町の後期高齢者医療健康診査（無料） 

加入している医療保険者が実施 
する特定健康診査 

学校・職場などで健康
診査を受ける機会は
ありますか？ 

加入している医療保
険は、「阿久比町国民
健康保険」ですか？ 

※今回の広報に折り込まれている受診票を
　ご覧ください。 

※対象者へ、5月末ごろに通知します。 

※対象者へ、5月末ごろに通知します。 

（加入している医療保険者に問い合わせくだ
さい。） 
　ただし、次の3つは町が行う健康診査で受け
ることができます。（無料） 
①胸部レントゲン検査、 
②肝炎検査（今までに検査を受けたことがない方）、 
★③生活機能評価健診 

★生活機能評価健診とは 
　高齢者にいつまでも元気で生活していただくために、筋力低下や低
栄養状態など生活機能の低下をいち早く発見するための健診です。 
　対象者は、介護認定を受けていない65歳以上の方です。 

学校・職場などが実施する健康診査 

（平成23年3月31日の時点） 
◆問い合わせ先 
　環境衛生課 保健係 
　fl（48）1111（内311・312） 

40歳～74歳までの方 
（平成23年3月31日の時点） 
◆問い合わせ先 
　保険課 国保係 
　fl（48）1111（内214・216） 

75歳以上の方 
後期高齢者医療制度に 
加入の方 
（平成23年3月31日の時点） 
◆問い合わせ先 
　保険課 医療年金係 
　fl（48）1111（内215・257） 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

町の健康診査日程表
　町の基本健康診査・特定健康診査・後期高齢者医療健康診査は、どの会場でも受診することができます。申し込
みは不要です。

会　　場受　　付　　時　　間健　診　日
保健センター午前９時～午前１１時、午後１時３０分～午後３時６月７日（月）
保健センター午前９時～午前１１時６月 １１ 日（金）
東部小学校午後１時３０分～午後３時６月 １６ 日（水）
東部小学校午後１時３０分～午後３時６月 １７ 日（木）
高根台集会所午前９時３０分～午前１１時６月 １８ 日（金）
保健センター午前９時～午前１１時６月 ２１ 日（月）
白沢区民館午前９時３０分～午前１１時６月 ２２ 日（火）
南部小学校午後１時３０分～午後３時６月 ２８ 日（月）
南部小学校午後１時３０分～午後３時６月 ２９ 日（火）
英比小学校午後１時３０分～午後３時６月 ３０ 日（水）
草木小学校午後１時３０分～午後３時７月１日（木）
草木小学校午後１時３０分～午後３時７月２日（金）
英比小学校午後１時３０分～午後３時７月５日（月）
保健センター午前９時～午前１１時、午後５時～午後７時　７月６日（火）
保健センター午後１時３０分～午後３時７月７日（水）
保健センター午前９時～午前１１時７月８日（木）
保健センター午後１時３０分～午後３時８月４日（水）
保健センター午前９時～午前１１時８月５日（木）



4

広報あぐい　２０１０年５月１日号

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）や
“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）をされた方へ

国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険税税税税税税税税税税税税税税税税がががががががががががががががが軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽減減減減減減減減減減減減減減減減さささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす国民健康保険税が軽減されます
　離職者支援の一環として、国民健康保険税が軽減されます。軽減を受けるため
には申告が必要です。次の手続きをしてください。

○　対象者
・　平成 ２２ 年４月以降に失業された方。ただし、制度が始まる前 1年以内（平成
 ２１ 年３月 ３１ 日以降）に離職された方は、平成 ２２ 年度に限り国民健康保険税が軽
減されます。
・　雇用保険の「特定受給資格者」および「特定理由離職者」として失業等給付
を受ける方で、雇用保険受給資格者証の離職理由コードが、次に該当する場合
に対象となります。
　「特定受給資格者に対応する離職理由コード １１、１２、２１、２２、３１、３２」
　「特定理由離職者に対応する離職理由コード ２３、３３、３４」

○　軽減額
・　国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。軽減は、前年給与
所得をその１００分の３０とみなして行います。

○　軽減期間
・ 　離職の翌日から翌年度末までの期間です。
　※　雇用保険の失業給付を受ける期間とは異なります。
　※　会社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

○　申告に必要な書類
　（１）「雇用保険受給資格者証」
※　雇用保険受給資格者証とは、ハローワークで雇用保険、失業給付の受給手
続き後、改めて開催される受給説明会で渡される書類で、失業手当を受け取
る資格を証明するものです。

　（２）「認印」

○　申告窓口
　保険課国保係

問い合わせ先
保険課国保係
�（４８）１１１１（内２１４・２１６）
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１３３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
の
転
倒

防
止
に
よ
る
死
亡
・
負
傷
な
ど
を
減
ら
す

た
め
に
、
対
象
と
な
る
家
庭
の
家
具
転
倒

防
止
金
具
を
無
償
で
取
り
付
け
ま
す
。
平

成
十
九
年
度
は
三
十
二
件
、
二
十
年
度
は

十
三
件
、
二
十
一
年
度
は
二
十
一
件
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
五
十
件
分
実
施
す

る
予
定
で
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

阿
久
比
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
取

り
付
け
を
希
望
す
る
世
帯
と
し
ま
す
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

②　

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
三
級
以

上
の
方
が
属
す
る
世
帯

④　

療
育
手
帳
Ｂ
判
定
以
上
の
方
が
属
す

る
世
帯

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
供
が
属
す
る
世
帯
。

た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
子
ど
も

が
い
る
場
合
に
は
対
象
外

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯
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①
〜
⑥
に
準
ず
る
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帯
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障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
で
、
税
法
上
の
特
別
障
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者
控
除
に

該
当
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る
方
が
属
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る
世
帯

○
申
し
込
み
方
法
（
手
順
）

①　

印
鑑
を
持
参
し
て
防
災
交
通
課
窓
口

で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
閉
庁
日
を
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く
十

一
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三
十
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

②　

取
り
付
け
を
希
望
す
る
家
具
な
ど
の

阿久比駅前で防犯キャンペーン

ドライバーに啓発物品を配る宮津団地交通少年団

下
見
の
日
程
を
調
整
す
る
た
め
、
後
日
、

防
災
交
通
課
か
ら
電
話
連
絡
し
ま
す
。

③　

町
が
委
託
契
約
し
た
施
工
業
者
と
一

緒
に
防
災
交
通
課
担
当
者
が
訪
問
し
、

家
具
な
ど
の
下
見
を
し
ま
す
。

④　

施
工
業
者
と
取
り
付
け
作
業
日
時
を

決
定
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
居
住
す
る
家
屋
の

寝
室
や
居
間
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
家
具

（
洋
服
ダ
ン
ス
・
和
ダ
ン
ス
・
食
器
戸
棚

な
ど
）
で
す
。
家
電
や
仏
壇
は
対
象
外
で

す
。
一
世
帯
四
点
ま
で
町
で
費
用
を
負
担

し
ま
す
。

　

金
具
の
種
類
は
、町
が
指
定
す
る
チ
ェ
ー

ン
や
Ｌ
型
金
属
金
具
な
ど
を
使
用
し
、壁
・

柱
な
ど
に
固
定
し
ま
す
。
固
定
す
る
た
め

に
家
具
な
ど
の
移
動
が
必
要
な
場
合
は
、

各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　安全なまちづくり県民運動（４月１日～１０日）期間中の４月９
日、半田警察署員らが阿久比駅前で防犯キャンペーンを行い、駅
の利用者に「自転車の鍵」を配り、防犯を呼び掛けました。
　また、春の交通安全県民運動（４月６日～１５日）期間中の４月
１０日には、オアシス大橋東交差点で宮津団地交通少年団や交通安
全協会半田支部阿久比分会などのメンバー約５０人が交通安全
キャンペーンを行いました。参加者は信号で止まるドライバーに
啓発物品を配り「シートベルトを締めて安全運転でお願いしま
す」などと呼び掛けました。

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる防犯と交通安全を呼び掛ける
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平
成
十
七
年
度
か
ら
、
自
律
し
て
い
く

た
め
の
行
政
改
革
の
実
行
方
法
と
し
て

「
経
費
の
圧
縮
」「
行
政
の
ス
リ
ム
化
」「
住

民
の
受
益
者
負
担
」「
定
員
適
正
化
計
画
」

を
柱
に
掲
げ
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の

五
カ
年
を
主
な
計
画
の
実
施
期
間
と
し
た
、

第
三
次
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
期
間
の
取
り
組
み
と
影
響
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
新
し
い
事
業
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
行
政
改

革
の
方
針
を
引
継
ぎ
、
常
に
経
費
の
節
減

に
努
め
、
限
ら
れ
た
予
算
・
人
員
の
な
か

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま

す
。

□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

大綱・実行計画
５年間影響額計５年間（平成 １７ 年度～ ２１ 年度）に取り組んだ内容等項　　　　目

０ 円１８年１月から４２件の窓口申請書などの押印を省略簡易文書の押印廃止規制緩和の
推進 ０ 円１７年１２月から簡易文書の押印廃止公印の押印廃止

△３,８５６万２,０００円
１７年１１月、公募委員２人を含む「阿久比町補助金見直し委員会」
答申 
 １８ 年度から４年間で、１７ 年度対比 ２０％削減

単独補助金の見直し補助金等の
整理合理化

△１億６,００２万５,０００円

 １７ 年度　水道部と建設部の統合による１部減、 
総務課・企画課・財政課の統合再編、都市計画課・土木課の統
合、水道課・下水道課の統合による３課減、 
企画係・電算係の統合、農地係・農政係の統合、工事係・維持
係の統合による３係減 
 ２０ 年度　土地改良事業推進のため農地係を設置

部・課・係の統廃合

機能的に展
開できる組
織・機構の
見直し

△１,１４８万３,０００円 ２０ 年度から嘱託職員４人体制による管理運営スポーツ村の管理体制

職員配置の
見直し △１億５５１万６,０００円

 １７年度  図書館長補佐の嘱託化　　 
 １８年度  図書館長の嘱託化　　 
 １９年度  図書館係長の兼務（社会教育課）、給食センター所長の嘱
託化 
 ２０年度  図書館長に職員を配置

図書館及び給食セン
ターの管理体制

△１億３,２５７万２,０００円

一般職削減目標、１６年度職員数２０２人を２１年度１８６人
職員数の推移 
　１７年度１９６人、１８年度１９２人、１９年度１９２人、２０年度１８６人（目標
達成）、２１年度１８５人

定員適正化計画の策
定・推進

定員適正化
計画の策定

△２１０万２,０００円 １７ 年度実施済課長補佐職の管理職移行給与の適正化

１６７万８,０００円
 １９ 年度　情報化の推進と事務の省力化・効率化のためグループウェ
アの導入と財務会計システムとの統合（パソコン １９ 台・プリンタ 
１７ 台の削減）

庁内Ｌ Ａ Ｎの活用
行政の情報
化等の推進

２,１３８万６,０００円個人パソコン排除のため計画的に導入、１９ 年度個人パソコン全廃 
　２１年度現在　情報系パソコン１４８台　基幹系パソコン３４台計画的なパソコン導入

９８４万４,０００円

あいち共同利用型施設予約システムの導入 
１８年１０月　屋外体育施設（スポーツ村の野球場・陸上競技場、白
沢グランド・テニスコートなど）の予約開始 
１９年１１月　屋内体育施設（丸山公園武道場、ふれあいの森体育
室）の予約開始 
 ２０ 年６月　文化施設（公民館、エスペランス丸山）の予約開始

公共施設利用申し込
みの簡素化

行政サービ
スの向上

８４７万５,０００円

行政改革・行政評価・職員給・財政状況などさまざまな情報を
広報・ホームページなどにより適宜公表 
より迅速な情報提供のため２０年１０月 LED電光掲示板を設置、緊
急情報にも対応 
インターネットなどを利用した町民からの意見・要望収集

公表・広聴事業の多
角化

住民への情
報提供

第３次行政改革の
　　取り組み
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△３００万円 １７ 年度実施済　デイサービス活動室をオアシスセンター南側に
移動

デイサービス活動室
の環境改善

既存施設の
有効利用

△７,４８７万円 １８ 年３月　「阿久比町における公共工事縮減対策に関する新行動
計画」策定、それに基づきコスト縮減新行動計画の策定コスト縮減

８６３万７,０００円あいち電子調達共同システムの導入 
工事　２０年４月から入札開始、物品　２２年４月から入札開始電子入札制度の導入適切な入札

方式の採用

△７,２９７万３,０００円１６年度交付率０.７％を１７年度以降０.３％ヘ引き下げ納期前全納報奨金の
交付率の引き下げ

自主財源の
確保

８８万円１７年度バランスシート作成システムの導入、１８年度から広報・
ホームページで公表バランスシートの作成予算の厳正

な執行

８４６万円 １９ 年度導入　毎年その結果を広報・ホームページで公表行政評価制度の導入経費の節減
合理化

△７４８万１,０００円
実行計画は施設使用料減免の原則廃止であったが、団体の年
齢構成など考慮し新しい使用料減免基準を制定、１９年１０月１
日適用

使用料減免措置の廃止
受益者負担
の適正化

△３１３万９,０００円 １７ 年度から公民館開催の受講料を１日１００円から２００円に改定、
講師料の発生しないものは受講料無料教室等受講料の見直し

△５億５,２３６万３,０００円
△５億８,６４２万３,０００円

３,４４６万円

５年間影響額計
当初計画影響額

　　差　額

大綱にあるが実行計画にないもの
５年間影響額計５年間（平成 １７ 年度～ ２１ 年度）に取り組んだ内容等項　　　　目

３８４万７,０００円

役職に対する職務級を見直し課長補佐を管理職に位置付け 
平成２１年１月の定期昇給時、特にラスパイレス指数の低い職員を
是正 　 
ラスパイレス指数　１６年度　８９.６　１７年度　８９.１　１８年度　９０.１
１９年度　８９.６　２０年度　９１.０　 
２１年度　９２.５　県下町村平均　９３.９　知多５町平均　９３.２

給与水準の是正 
（ラスパイレス指
数）

給与の適正
化

５,９７３万４,０００円

愛知県職員との人事交流 
　５年間の受入１１人（通年）、６人（３カ月）、派遣１人（３カ月） 
　研修：交通安全、接遇、クレーマー対策、メンタルヘルス、
タイムマネジメント

県との人事交流、民
間研修機関の活用

人材の育成
確保

７,９２０万８,０００円１８年度導入戸籍の電算化
行政の情報
化等の推進 ０円＊未実施　「愛知県統合型Ｇ Ｉ Ｓ」に参加予定であったが、利用制

限有り不参加、今後町単独での総合型Ｇ Ｉ Ｓの導入検討
土地整理図等地図情
報のデジタル化

１４８万４,０００円
２０年度　庁舎内検討委員会で検討、２１年度外部委員による保育
園統廃合検討委員会での検討とアンケート調査実施、２２年２月
保育所運営審議会より答申（３園を１園に統合）

保育園の統廃合の検
討公共施設

１億４,４２７万３,０００円５年間影響額計

答申の留意事項に付されたもの
５年間影響額計５年間（平成 １７ 年度～ ２１ 年度）に取り組んだ内容等項　　　　目

０円
指定管理者制度の導入 
１８年度　老人憩の家（７）、もちのき園導入（２１年度更新済）
１９年度　地区公民館（５）、白沢区民館導入　

指定管理者制度の導入検討と行
政のスリム化

０円１８年度から意識改革・接客サービス向上のため、入庁後８年目
までの職員対象に大規模小売店舗で１週間の研修実施

職員の意識改革 
（民間等との人事交流 )

０円

インターネット等を利用した意見収集、広報・ホームページに
より意見募集 
１９年度からパブリックコメント制度導入 
　１９年度５件、２０年度３件、２１年度２件の各計画（案）について
実施

職員、町民を対象とした経費の
節減に関する提案制度 
開かれた行政

０円５年間影響額計

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
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大古根八幡社から引き出される“八幡社山車”
宮津熱田社で三番叟奉納

宮津熱田社へ引き込まれる“宮津北組山車”

矢口“子ども山車”を引き回す子どもたち
“萩大山車”の坂下し
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9
あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

　レンゲ草を肥料にして生産した米「れんげちゃん」
を使った清酒が完成し、阿久比米れんげちゃん研究会
の都築重信会長と丸一酒造の新美尚史社長が、４月１４
日町長へ披露に訪れました。
　酒造りは研究会のメンバーが丸一酒造に依頼。米２００
キロを使用し、今回２００本（1本７２０ミリリットル入り）の
清酒が出来上がりました。
　新美社長は「『れんげちゃん』は酒を造りやすい米で

完成した清酒を披露する新美社長（右）と都築会長（左）

●図書館で読み聞かせ

紙芝居を真剣に聞く英保育園児

「子ども読書週間」（４月２３日～５月１２日）にちな
み、町内の幼稚園・保育園児に本に親しんでもらおう
と、町立図書館が「読み聞かせ会」を企画し、園児た
ちを図書館へ招待しました。
４月２０日、図書館を訪れた英保育園の園児たちは、

図書館ボランティア「読書指導グループぶんぶん」の
メンバーなどによる絵本や紙芝居の読み聞かせに耳を
傾かせました。
「子どものときから本に親しみ、読書の喜びや楽し

みを知ってもらえれば」と図書館では話していました。

●園児たちがタケノコ掘りを楽しむ

タケノコ掘りを楽しむ東部保育園児

４月１４日、東部保育園の園児たちが、保育園近くの
竹やぶでタケノコ掘りを楽しみました。
毎年、榊原善二さん（宮津）の招待を受けて、園児
たちはタケノコ掘りに出掛けています。
子どもたちは、土の中から“顔”をのぞかせるタケ
ノコを見つけると、スコップを使い、丁寧にタケノコ
を掘り上げていきました。
榊原さんは「子どもたちのかわいい姿が毎年見られ
るのが楽しみです」と笑顔で話していました。

した。のどごしのいい、フルーティーな味に仕上がり
ました」。都築会長は「農業まつりなどで、皆さんに試
飲してもらい、来年度以降も生産量を増やせていけれ
ば」と話していました。
　また、酒造りの精米の際に出た米粉を利用して、あ
ぐいくらしの会のメンバーが、各家庭でお菓子作りに
取り組み、出来上がったドーナツ、クレープ、クッキー
などを持ち寄り、試食会を行いました。「ちょっとした
工夫でおいしいお菓子ができました」とメンバーは感
想を話していました。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

あぐいくらしの会のメンバーが作ったお菓子
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�◆
期
間　

六
月
七
日（
月
）〜

　
　
　
　

六
月
十
八
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

パ
ソ
コ
ン
教
室「
基
礎
技
能
」

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
方
、

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
人
の
た

め
の
入
門
講
座
で
す
。

◆
講
師　

武
内
力
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
五
日（
月
）〜

　
　
　
　

七
月
九
日（
金
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
百
円
程
度

◆
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
て
み

た
い
け
ど
方
法
が
分
か
ら
な

い
？
そ
ん
な
方
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
教
室
で
す
。

◆
講
師　

武
内
力
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
」

�◆
期
間　

六
月
十
六
日（
水
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
職
員

◆
内
容　

犬
の
し
つ
け
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
、

病
気
の
予
防
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
三
日（
土
）〜

　
　
　
　

八
月
二
十
一
日（
土
）　

全
四
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般（
託
児
あ
り
。人
数
に
制
限

あ
り
）

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

八
百
円
程
度

◆
内
容　

第
一
回
「
親
子
の
絆
」、
第
二
回

「
親
子
の
自
立
」、
第
三
回
「
こ

と
ば
の
暴
力
」、
第
四
回
「
勇
気

づ
け
」

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

片
山
絢
媛

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
七
日（
木
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

豊
田
市
内

犬
の
し
つ
け
と
マ
ナ
ー

い
ら
い
ら
マ
マ
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

マ
マ
に
！「
子
育
て
あ
ん
し
ん
講
座
」

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル「
豊
田
市
編
」

◆
対
象　

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以
上
）

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
・
体
験

料
・
昼
食
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

キ
ュ
ー
ピ
ー
拳
母
工
場
を
は
じ

め
豊
田
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
を
見
学
し
ま
す
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

五
月
二
十
六
日（
水
）〜

　
　
　
　

六
月
二
十
三
日（
水
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
八
百
円
程
度

◆
内
容　

押
し
花
の
基
本
を
学
び
、
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
や
ラ
ブ
リ
ー
フ

レ
ー
ム
、
額
な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

竹
内
邦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
九
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

旭
高
原
元
気
村

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料（
入
場
料
、昼
食
代

は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

バ
ス
に
乗
っ
て
旭
高
原
元
気
村

へ
吟
行
し
ま
す
。

◆
講
師　

文
化
協
会　

狂
俳
英
比
会

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

押
し
花
教
室

狂
俳
教
室
（
吟
行
）

平
成
２２
年
度
第
一
期 

生
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
一
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 



広報あぐい　２０１０年５月１日号

11

�◆
期
間　

六
月
一
日（
火
）〜

　
　
　
　

十
月
十
九
日（
火
）　

全
十
五
回

◆
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
百
円
程
度

◆
内
容　

ゴ
ス
ペ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン

バ
ー
か
ら
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
ま

で
名
曲
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
レ
ン

ジ
で
歌
い
踊
り
ま
す
。

◆
講
師　

エ
ム
�
デ
ィ
ー
ス
ク
エ
ア

　
　
　
　

天
野
佐
絵
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
踊
ろ
う

�◆
期
間　

六
月
三
日（
木
）〜

　
　
　
　

七
月
二
十
九
日（
木
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

四
千
円
程
度

◆
講
師　

管
理
栄
養
士 　

岡
本
和
代

◆
内
容　

簡
単
で
お
い
し
く
健
康
に
い
い

料
理
を
作
り
ま
す
。
普
段
は
ぜ

ん
ぜ
ん
料
理
を
し
な
い
人
も
大

歓
迎
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
二
十
九
日（
火
）〜

　
　
　
　

八
月
二
十
四
日（
火
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

手
ご
ね
で
作
る
パ
ン
と
簡
単
な

ス
ウ
ィ
ー
ツ
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

パ
ン
講
師　

宮
本
友
美

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
八
日（
木
）、十
一
月
四
日

　
　
　
　
（
木
）、二
月
三
日（
木
）
全
三
回

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

男
性
料
理
教
室

手
作
り
パ
ン
教
室

「
食
」を
楽
し
む
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
百
円
程
度

◆
内
容　

バ
レ
イ
シ
ョ
の
食
べ
比
べ
や
、

知
多
の
秋
冬
野
菜
・
愛
知
の
伝

統
野
菜
な
ど
を
野
菜
の
専
門
家

「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」に
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

野
菜
ソ
ム
リ
エ　

高
木
幹
夫

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
十
二
日
（
月
）、
八
月
三
日

　
　
　
　
（
火
）　

全
二
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

何
で
も
食
べ
て
元
気
っ
子
！
セ
ミ
ナ
ー

◆
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

親
（
託
児
付
き
。
人
数
に
制
限

が
有
り
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

第
一
回
「
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ

た
い
食
事
と
は
？
」、
第
二
回

「
子
ど
も
の
苦
手
な
物
を
好
き

な
メ
ニ
ュ
ー
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
！
」。

◆
講
師　

管
理
栄
養
士 　

岡
本
和
代

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　
　
　
　

環
境
衛
生
課
保
健
係

「ミュージカルソングを歌って踊ろう」の様子

�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格
　町内在住・在勤・在学している方

□申込期間
　５月１７日（月）まで

□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メー
ル、公民館窓口で申し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選

により決定させていただきます。申し込みが十人
未満の場合や講師の都合により、中止や変更など
もありますのでご了承ください。

□問い合わせ先
　社会教育課公民館係
　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp
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マ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
と
は
、
自
分

の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
教
え
た
い
方

が
、
自
ら
企
画
し
運
営
す
る
講
座
で
す
。

◇
費　
　

用

一
講
座
当
た
り
講
師
費
用
と
し
て
二
万

五
千
円
を
限
度
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

施
設
使
用
料
は
原
則
無
料
で
す
が
、
そ

の
他
の
必
要
経
費
は
自
己
負
担
と
な
り
、

材
料
費
は
受
講
生
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
申
請
者
は
成
人

の
方
に
限
り
ま
す
）

◇
募
集
講
座　

四
講
座

◇
応
募
期
限

五
月
三
十
一
日（
月
）

四
講
座
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
募
集

し
ま
す
。

◇
規
模
な
ど

集
合
学
習
方
式
で
一
講
座
十
人
以
上
、

学
習
時
間
は
一
回
に
つ
き
二
時
間
程
度

で
五
回
以
上
と
し
ま
す
。

◇
開
設
時
期　

　

七
月
〜
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で

◇
会　
　

場　

　

町
内
の
公
共
施
設

◇
申
込
方
法

社
会
教
育
課
公
民
館
係
へ
開
設
申
請
を

し
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
審
査
後
、
広

報
あ
ぐ
い
な
ど
で
講
座
参
加
者
を
募
集

し
、
十
人
以
上
に
な
っ
た
ら
活
動
で
き

ま
す
。

◇
学
習
内
容
の
領
域

・　

教
養
・
情
操
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

（
芸
術
・
芸
能
・
手
工
芸
・
文
学
歴
史
・

音
楽
・
自
然
科
学
な
ど
）

・　

地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
関
す
る
こ

と
（
地
域
づ
く
り
・
人
間
関
係
・
人
権

教
育
・
環
境
浄
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
）

・　

青
少
年
、
女
性
教
育
や
家
庭
生
活
に

関
す
る
こ
と
（
家
庭
生
活
・
子
育
て
・

消
費
生
活
・
女
性
問
題
な
ど
）

・　

国
際
問
題
に
関
す
る
こ
と
（
国
際
情

報
・
異
文
化
理
解
・
国
際
交
流
・
語
学

な
ど
）

・　

安
全
・
健
康
に
関
す
る
こ
と
（
食
育
・

食
品
公
害
・
健
康
・
医
学
・
緑
化
問
題

な
ど
）

※　

政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
除
き
ま
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

　

１
１
１
（
内
２
６
０
）

　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
と
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
自
身
が
企
画
し
運
営
す
る
講
座
で
す
。

◇
費　
　

用

一
講
座
当
た
り
講
師
費
用
と
し
て
二
万

五
千
円
を
限
度
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

受
講
料
と
施
設
使
用
料
は
原
則
無
料
で

す
が
、
そ
の
他
の
必
要
経
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
申
請
者
は
成
人

の
方
に
限
り
ま
す
）

◇
募
集
講
座　

六
講
座

◇
応
募
期
限　

　

五
月
三
十
一
日（
月
）

六
講
座
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
募
集

し
ま
す
。

◇
規
模
な
ど

集
合
学
習
方
式
で
一
講
座
十
人
以
上
、

学
習
時
間
は
一
回
に
つ
き
二
時
間
程
度

で
五
回
以
上
と
し
ま
す
。

◇
開
設
時
期　

　

七
月
〜
平
成
二
十
三
年
三
月

◇
会　
　

場　

　

町
内
の
公
共
施
設

◇
申
込
方
法

一
緒
に
学
習
す
る
三
人
を
集
め
、
社
会

教
育
課
公
民
館
係
へ
開
設
申
請
を
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
審
査
後
、
広
報
あ

ぐ
い
な
ど
で
講
座
参
加
者
を
募
集
し
、

十
人
以
上
に
な
っ
た
ら
活
動
で
き
ま
す
。

◇
学
習
内
容
の
領
域

・　

教
養
・
情
操
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

（
芸
術
・
芸
能
・
手
工
芸
・
文
学
歴
史
・

音
楽
・
自
然
科
学
な
ど
）

・　

地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
関
す
る
こ

と
（
地
域
づ
く
り
・
人
間
関
係
・
人
権

教
育
・
環
境
浄
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
）

・　

青
少
年
、
女
性
教
育
や
家
庭
生
活
に

関
す
る
こ
と
（
家
庭
生
活
・
子
育
て
・

消
費
生
活
・
女
性
問
題
な
ど
）

・　

国
際
問
題
に
関
す
る
こ
と
（
国
際
情

報
・
異
文
化
理
解
・
国
際
交
流
・
語
学

な
ど
）

・　

安
全
・
健
康
に
関
す
る
こ
と
（
食
育
・

食
品
公
害
・
健
康
・
医
学
・
緑
化
問
題

な
ど
）

※　

政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
し

た
も
の
は
除
き
ま
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

　

１
１
１
（
内
２
６
０
）
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□記念講演会（南館ホール） 
　入場無料、ただし整理券が必要です。整理券は、5月6
日（木）から社会教育課窓口、公民館窓口で配布します。 
15日（土） 
　受付午後1時～（開演午後1時30分～） 
演題　「メディアにだまされるな！」 

～情報の正しい選び方～ 

講師　読売テレビ報道局 
　　　解説委員長 
　　　辛坊 治郎（しんぼう じろう）氏 
　テレビでおなじみ辛坊治郎さん 
が、報道のウラ側を鋭く、分かり 
やすく解説。 

□遊び方教室コーナー（本館３階） 
15日（土）午前10時～正午 
　毎月第3土曜日にふれあいの森で開催している「遊
び方教室」を中央公民館で行います。 
　子どもだけでなく、家族の方も参加できます。 
皆さんお出掛けください。 

□むかしのあぐい展覧会（本館３階） 
15日（土）・16日（日）午前9時～午後3時 
　昔の生活を再現するコーナーです。16日は、おは
じきやメンコなど、昔のあそびを体験するコーナーも
あります。　　　　　　　（協力：阿久比風土記の会） 

 
 

□スポーツ体験コーナー 
15日（土）午後1時～午後3時 
16日（日）午前10時～午後3時 
　クロリティ（スポーツ輪投げ）、フロッカー（フロアでカー
リングが楽しめます）など新しくて、楽しいスポーツやバド
ミントン・卓球が体験できます。 

・　このほかにも楽しいイベントを企画しています。 
・　ここに記載の内容は、予告なく変更する場合があります。 

　社会教育課 
　fl（48）1111（内線262・280） 
　　主催／阿久比町生涯学習推進協議会・ 
　　　　　阿久比町・阿久比町教育委員会 

　　共催／阿久比町文化協会・ 
　　　　　阿久比町体育指導委員会 

 
15日（土）・16日（日）午前9時～午後4時 
　絵画や書道の作品を展示します。 

　16日（日）午前10時～ 
　中央公民館南館ホールで芸能の発表会を行
います。　　　　　　　（抽選会もあります） 

　15日（土）・16日（日） 
囲碁・将棋大会　15日（土）午前10時～ 
俳句大会　　　　15日（土）午前10時～ 
短歌大会　　　　16日（日）午後１時～ 
狂俳大会　　　　16日（日）午前9時～ 

 
16日（日）午前10時～（雨天中止） 

 
15日（土）・16日（日）午前9時～ 
　盆栽・朴作品の即売会です。 

 
16日（日）午前10時～正午 
　風を受けてスイスイ走る車を作りませんか。 

 
16日（日）午後1時～午後3時 
　透明傘に好きな絵を描いて、あなただけの
オリジナル傘ができあがり！ 

15日（土）・16日（日） 
　輪投げや駄菓子屋さんに来てね。

15日（土）・16日（日） 
　書道や生け花など体験してください。 

15日（土）・16日（日） 
　全部回るとお楽しみグッズがもらえます。 

問い合わせ先 問い合わせ先 
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阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像

　幼児教育部会が作 

成した「阿久比町めざ

す子ども像」の中から、

今回は２歳児の「めざ

す子ども像」と「大人

からの働きかけ」の  

「遊び」を紹介します。

家庭教育の参考にしてく

　ださい。 

乳児期３歳未満

大人からの働きかけ
（家庭または保育園）めざす子ども像　２歳

遊　び
★言葉で自分の感情や思いを表わす。

★好きな絵本や紙芝居を見たり、聞いた
りし、繰り返しのある模倣を楽しむ。

★好きな玩具や遊具、自然物に自分か
らかかわり、しっかり遊ぶ。

�積み木・ねんどは、素朴な遊びですが
自由に見立てることができイメージ
と工夫次第でどこまでも遊びが広が
ります。

★しっかり身体を動か
して遊ぶ。

★簡単な曲や歌に合
わせて、歌ったり、
踊ったりする。

一日のテレビ視聴時間

�テレビやビデオのバーチャルな世界
に慣れると会話の機会が減ります。

�ワンポイントアドバイス！

　赤ちゃんとのコミュニケーションの大
部分は、大人からの一方的な「あやし」
です。大人が積極的にかかわることが
大切です。
　１歳を過ぎて、名前を呼んでもまった
く反応しない場合は、専門機関（保健セ
ンター・小児科）などに相談しましょう。

遊　び
★テレビやビデオに頼らず、優しく語り
かけたり、子どもの声に耳を傾けたり
し、会話を楽しむようにする。

★一緒に絵本を見ながら、子どもの指
さしや疑問に答
えたり、話の内
容を一緒に楽し
んだりする。

★生活の中で必要な言葉やあいさつを
繰り返し知らせていく。

★子どもの発見や驚きに共感しながら、
感じる心や優しい心が育つようにす
る。

★いろいろな場所で、同年齢や異年齢
の子どもや大人と接する機会をもつ
ようにする。

公園など戸外に散歩に出
掛け、自然物（土・砂・水・
草花・虫）に触れるように
する。

★走る･跳ぶ・登る・押す・引っ張るなど
全身を使う運動を取り入れた遊びや、
つまむ・丸める・めくるなどの手や指
を使う遊びを楽しむようにする。

★子守歌を歌ってあげたり、わらべ歌や
童謡など子どもの好む歌を一緒に
歌ったりして楽しむようにする。

※　ワンポイントアドバイスの一部は、書
籍「０歳からのことば育て子どもの自
立」（ことばと保育を考える会）から抜粋。

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ６４ 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

０歳～１歳
　　　見せない
２歳～３歳
　　　３０分以内
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わ
た
し
は
、
高
校
生
に
な
り
、
や
っ

と
十
六
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
母
に

は
口
答
え
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
わ
た
し
を
母
は
、『
素
直
な
い
い
子
で

す
』
と
、
だ
れ
に
で
も
じ
ま
ん
し
て
い

ま
し
た
。

　

母
に
そ
う
言
わ
れ
て
、
別
に
い
や
な

気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
で
も
言

わ
れ
た
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、
困
る
こ

と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

学
校
の
行
事
に
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
可
も
な
く
不
可

も
な
く
ふ
つ
う
に
過
ご
し
、
ご
く
ふ
つ

う
の
女
の
子
で
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
に
か
ま
わ
ず
、
季
節

は
毎
年
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
学
卒
業
を
間
近
に
し

た
こ
ろ
、
日
め
く
り
の
言
葉
に
、
わ
た

し
は
気
付
き
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

　

雪
ど
け
の
冷
た
い
水
を
見
つ
め
る
と
、

こ
こ
ろ
に
つ
き
さ
さ
る
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。

（
こ
の
感
じ
は
な
ん
だ
ろ
う
）

　

そ
う
思
う
と
、
今
ま
で
の
自
分
は
何

を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
始
め

ま
し
た
。

『
今
ま
で
の
自
分
』
と
、
何
度
も
言
っ

て
み
ま
し
た
。
す
ぐ
に
答
え
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
自
分
で
は
い
く
ら
考
え
て

も
わ
か
ら
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

　

迷
い
始
め
た
ら
、
高
校
に
行
く
目
標

も
見
つ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

進
学
す
る
こ
と
も
、
苦
痛
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
勉
強
が
嫌
い
な
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
解
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
、
上
の
学
校
に
行
く
の

か
…
。
迷
い
出
し
た
思
い
は
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

「
い
や
な
こ
と
を
嫌
と
言
え
る
」

　

言
葉
に
す
る
に
は
、
勇
気
が
い
り
ま

し
た
。

『
高
校
へ
行
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
』

と
、
思
い
切
っ
て
母
に
聞
い
て
み
た
ら
、

「
も
ち
ろ
ん
進
学
よ
。
い
ま
さ
ら
何
を

言
い
出
し
た
か
と
思
っ
た
ら
」

　

母
は
そ
う
言
い
、
面
談
の
書
類
を
書

き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
そ
る
お
そ
る
先
生
に

渡
し
ま
し
た
。
先
生
は
当
た
り
前
の
顔

を
し
て
受
け
取
り
、
面
談
の
日
に
ち
割

り
を
決
め
ま
し
た
。

　

つ
い
に
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。
わ
た

し
は
朝
か
ら
上
の
空
で
、
不
愉
快
な
気

分
は
消
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ
が
家
で
は
、
代
々
こ
の
学
校
に
入

り
ま
す
」

　

母
は
、
進
路
相
談
の
三
者
面
談
で
急

に
言
い
出
し
た
の
で
す
。

「
え
っ
、
わ
た
し
聞
い
た
こ
と
な
い
よ
」

「
わ
が
家
の
子
で
す
。
先
生
、
そ
れ
で

進
め
て
く
だ
さ
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
」

　

初
め
て
反
論
を
し
た
わ
た
し
に
、
母

は
き
っ
ぱ
り
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
帰
り
道
、
わ
た
し
は
家
に
着
く

ま
で
、
一
言
も
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
な
ん
て
き
ら
い
」

　

家
に
入
る
な
り
、
そ
う
言
う
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

（
お
か
あ
さ
ん
な
ん
て
、
お
か
あ
さ
ん

な
ん
て
、
わ
た
し
の
気
持
ち
な
ん
か
わ

か
っ
て
い
な
い
）

　

自
分
の
部
屋
で
も
ん
も
ん
と
思
い
悩

み
ま
し
た
。

（
お
か
あ
さ
ん
は
、
い
っ
た
い
わ
た
し

の
何
を
見
て
そ
う
言
う
の
か
）

　

自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、
さ

ら
さ
ら
言
う
母
が
、
今
ま
で
と
同
じ
と

は
思
え
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

『
い
っ
そ
学
校
が
な
く
な
れ
ば
い
い
』

（
自
分
自
身
が
怖
い
。
助
け
て
…
）

　

自
分
の
思
い
に
、
歯
止
め
が
き
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
心
臓
の
音
が
、
バ
ク
バ

ク
と
悲
鳴
を
あ
げ
、
震
え
て
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
入
試
の
日
に
な
り
ま
し

た
。
試
験
は
で
き
ま
し
た
。
が
、
気
持

ち
は
晴
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

卒
業
式
の
と
き
、
校
長
先
生
の
式
辞

の
中
で
、
気
に
な
る
こ
と
ば
が
あ
り
ま

し
た
。

《
こ
れ
か
ら
は
、
た
と
え
違
う
制
服
を

着
て
も
、
た
が
い
に
自
分
の
こ
と
ば
で

話
し
て
み
よ
う
。
自
分
の
良
さ
も
人
の

良
さ
を
も
、
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
》

　

高
校
は
淡
い
水
色
の
制
服
で
す
。
か

れ
ん
な
少
女
を
思
わ
せ
る
色
だ
そ
う
で

す
。
わ
た
し
は
四
月
か
ら
そ
の
制
服
を

着
て
、
春
が
す
み
の
中
を
通
学
し
て
い

ま
す
。
部
活
も
サ
ー
ク
ル
も
自
分
で
選

び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
勇
気
を
持
っ
て
、『
自

分
の
こ
と
ば
で
話
そ
う
』
と
、
思
っ
て

い
ま
す
。し

ろ
や
ま
会
員　

か
ど
ま
さ
こ
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植
地
区
の
神
明
社
を
訪
れ
る
。
二
週
間

前
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
桜
の
花
も
散
り
、

す
っ
か
り
葉
桜
と
変
わ
る
。
そ
れ
で
も
、

残
っ
た
花
び
ら
が
一
枚
二
枚
と
風
に
舞
い
、

頭
の
上
に
落
ち
る
。

「
二
週
間
前
の
花
見
も
よ
か
っ
た
で
す

け
ど
、
新
緑
の
ま
ぶ
し
さ
も
た
ま
り
ま
せ

ん
ね
」
と
友
人
が
言
う
。「
ま
た
、『
お
酒

で
も
あ
っ
た
ら
』と
言
わ
な
い
だ
ろ
う
ね
」

と
私
が
言
葉
を
返
す
。「
四
月
は
た
く
さ
ん

飲
む
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
今
日
は

ジ
ュ
ー
ス
が
い
い
で
す
」。「
そ
の
意
見
に

は
同
感
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
後
で
飲
も
う
」。

前
回
紹
介
し
た
神
明
社
裏
の
「
端
山
忠

左
衛
門
氏
彰
徳
碑
」
の
後
方
に
、「
新
美
応

助
翁
顕
彰
碑
」
が
立
つ
。
周
り
は
樹
木
が

茂
り
、
日
中
で
も
薄
暗
い
が
、
石
碑
に
は

木
漏
れ
日
が
差
し
込
む
。

『
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
で
は
、「
一

八
一
四
死
す
。
庄
屋
を
つ
と
め
人
望
厚
く

と
く
に
山
林
の
保
護
育
成
に
熱
心
で
、
半

田
池
東
方
一
帯
の
官
有
地
に
、
老
松
昼
な

お
暗
く
、
天
を
摩
し
て
い
た
。
盗
伐
を
防

ぐ
た
め
昼
夜
を
選
ば
ず
見
回
っ
た
と
い

う
」
と
碑
文
に
記
さ
れ
る
と
解
説
さ
れ
る

が
、
石
碑
に
は
そ
の
よ
う
な
文
字
は
見
当

た
ら
な
い
。

石
碑
の
前
に
立
て
ら
れ
た
白
色
の
ボ
ー

ド
の
看
板
に
、
端
山
氏
と
新
美
氏
の
経
歴

が
紹
介
さ
れ
る
。

新
美
応
助
氏
は
山
林
保
護
に
力
を
注
い

だ
人
物
。
端
山
氏
は
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
、
峠
ケ
峰
に
立
派
な
�
木
碑
�
を
建
て

た
。
木
碑
は
時
が
経
ち
、
腐
朽
し
て
し
ま

う
。
そ
の
後
、
村
民
ら
の
手
に
よ
っ
て
新

美
氏
の
遺
徳
を
偲
び
、
明
治
三
十
九
（
一

九
〇
六
）
年
、
現
在
の
場
所
に
�
石
碑
�

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

経
歴
の
紹
介
か
ら
、
前
述
の
碑
文
は
木

碑
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

「
山
を
守
る
と
は
、想
像
も
つ
き
ま
せ
ん

よ
ね
」
と
友
人
が
首
を
か
し
げ
る
。「
僕
に

は
務
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
な
」。「
夜
は
怖
い

で
す
か
ら
ね
ぇ
」。「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、

花
粉
が
た
く
さ
ん
飛
び
そ
う
だ
か
ら
だ

よ
」。「
本
当
で
す
か
？
」。
そ
れ
以
上
会

話
は
続
け
な
か
っ
た
。

境
内
の
方
か
ら
人
の
声
が
聞
こ
え
た
の

で
行
っ
て
み
る
。
前
日
の
祭
礼
の
後
片
付

け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
石
碑
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

「
石
碑
が
立
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て

い
る
け
ど
、
そ
の
人
の
こ
と
は
よ
く
分
か

ら
な
い
ね
」。
数
人
の
男
性
が
口
を
そ
ろ

え
る
。「
神
明
社
の
森
、
五
郷
社
の
権
現
山

と
立
派
な
森
が
近
く
に
残
っ
て
い
る
の
は

先
人
た
ち
の
お
陰
だ
ろ
う
ね
」
と
、
言
葉

に
力
を
込
め
た
一
人
の
男
性
は
、
森
を
見

つ
め
て
い
た
。

新美応助翁顕彰碑

経歴を紹介する立て看板

N

植大駅 

264
八幡神社 

南部小 

神明社 

五郷社 

知多半島道路 

矢
勝
川 

前
田
川 

名鉄河和線
 

英比川
 

十ヶ川 

島田橋 

野崎 野崎 
阿久比川 

アピタ 

阿久比川 

文 

蟻塚根橋 

新美応助翁顕彰碑 

端山忠左衛門氏彰徳碑 

新美応助翁顕彰碑 

端山忠左衛門氏彰徳碑 

県道阿久
比半田線

 

県道阿久
比半田線
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�□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容　

栄
養
指
導
、給
食
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

□
勤
務
期
間　

六
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

　
（
更
新
あ
り
）

□
賃　

金　

千
百
円
（
時
間
給
）
交
通
費

　

月
額
二
千
円
（
自
宅
か
ら
勤
務
地
ま
で

　

二
キ
ロ
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

栄
養
士
資
格
の
あ
る
方
で

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
（
六
十

五
歳
定
年
）

□
試　

験　
　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

　

写
真
添
付
）、
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

五
月
二
十
五
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

�（
４
８
）１
１
１
１　

　
（
内
２
２
６
）

�
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は
自
然

災
害
地
で
の
救
護
活
動
、
発
展
途
上
国
へ

の
援
助
な
ど
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、

人
道
的
な
使
命
達
成
の
た
め
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
自
然
災
害
、

事
故
災
害
時
に
迅
速
・
的
確
な
救
援
活
動

や
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
確
保
、
看
護
師

の
養
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
事
業
資
金
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
員
に
加
入
す
る
形
で
事

業
資
金
募
集
を
行
い
ま
す
。
区
長
・
自
治

会
長
を
通
じ
、
各
地
区
の
班
長
（
隣
組

長
）
が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
１
）

�
　

第
九
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
た
方
が
平

成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日
の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
に
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
の
方
一
人
の
み
で
す
。

１　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
。

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
生
計
関
係
が
な

か
っ
た
方
は
、
除
き
ま
す
）

４　

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※　

戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か
っ
た
方

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

や
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
は
あ
っ
た

が
前
記
３
に
該
当
し
な
い
方

５　

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
三
親
等
内
の
親
族

※　

戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
く
一
年

以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方

□
支
給
内
容　

額
面
二
十
四
万
円
、
六
年

償
還
の
記
名
国
債

□
請
求
期
間　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日

ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先   
住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
１
）

�
　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
十
八
日
〜
七
月
三
十
日

　
（
七
月
二
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
の
全

六
回
）
午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
大
会
議
室

３
０
１
号
室

□
定　

員　

四
十
人（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円（
資
料
代
）

□
内　

容（
予
定
）

　

一
日
目　

成
年
後
見
概
論

　

二
日
目　

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵

　
　
　
　

害
の
状
況

　

三
日
目　

法
定
後
見
の
申
立
て
手
続
き

　

四
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護 
Ⅰ

　

五
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護 
Ⅱ

　

六
日
目　

後
見
人
の
実
務

□
講　

師　

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

五
月
十

日
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�

　

知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー　

半
田

　

後
見
事
務
所　

�（
２
１
）０
８
１
１

�□
日　

時　

六
月
二
日
、
九
日
、
十
六
日
、

　

二
十
三
日
、
三
十
日
、
七
月
七
日
の
毎

　

週
水
曜
日
六
回
コ
ー
ス
。
午
後
二
時
〜

　

午
後
四
時
。

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
東
海
市
元
浜
町　
　

元
浜
公
園

１０

隣
）

□
定　

員　

八
人

□
参
加
費　

無
料
（
資
料
・
印
刷
代
は
実

費
、
数
百
円
程
度
）

□
予
約
期
間　

五
月
二
十
日（
木
）〜
二
十

九
日（
土
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２

（
３
９
）２
７
７
３

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



今今月月のの納納税税ななどど

軽自動車税　　全期分

納期限は
５月 ３１日（月）です。

　登録内容に変更があったときは、届
け出をお忘れなく。
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�
　

ね
ん
き
ん
定
期
便
は
平
成
二
十
一
年
四

月
か
ら
、
毎
年
誕
生
月
に
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
方
へ
送
付
し

て
い
ま
す
。
疑
問
な
ど
に
応
じ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

五
月
か
ら
翌
年
三
月
の
第
二

　

木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
１
０
２
号
室

□
相
談
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　
（
正
午
〜
午
後
一
時
は
除
く
）

□
相
談
対
応
者　

社
会
保
険
労
務
士
一
人

□
持
参
物　

届
い
た「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
１
５
）

�
　

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
は
家
内

労
働
旬
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し

ま
し
ょ
う
。

○
家
内
労
働
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
受

け
取
り
、
記
入
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
内
労
働
に
よ
る

災
害
の
防
止
と
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
よ
る
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
誰
に
で
も
で
き
る

簡
単
な
仕
事
で
、
高
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
「
ウ
マ
イ
は
な
し
」
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
賃
金
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

家
内
労
働
係
�
０
５
２
（
９
７
２
）
０

２
５
８
、
半
田
労
働
基
準
監
督
署
�

（
２
１
）１
０
３
０

�
　

飼
い
犬
は
必
ず
登
録
（
一
生
涯
一
回
）

し
、
年
に
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

□
料　

金

・
予
防
注
射　

一
頭
に
つ
き
三
千
三
百
円

・
新
規
登
録　

一
頭
に
つ
き
三
千
円

　

当
日
は
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
、
登

録
・
注
射
会
場
に
出
掛
け
ら
れ
な
い
場
合

�
�
�
�
�
�
�
	


�

は
、
必
ず
獣
医
で
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
る
と
き
は

・
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
に

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
注
射
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
必
ず

会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
獣
医
で
受
け
る
場
合
も
、
予
防
注
射
通

知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
１
０
・
３
１

　

７
）

登録と予防注射の日程

実施会場受　付　時　間期　日

萩老人憩の家午前１０時～午前１０時２０分

５月 ２０ 日
（木）

宮津山田集会所午前１０時３０分～午前１０時５０分

福住園高台東公園午前１１時～午前１１時２０分

高根台集会所午後１時～午後１時２０分

白沢区民館午後１時 ３０ 分～午後１時 ５０ 分

草木公民館午後２時～午後２時３０分

町立図書館駐車場午前１０時～午前１０時２０分

５月 ２１ 日
（金）

丸山公園武道場午前１０時３０分～午前１０時５０分

高岡老人憩の家午前１１時～午前１１時２０分

植公民館午後１時～午後１時２０分

オアシスセンター午後１時 ３０ 分～午後２時 １０ 分
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ここが違う　過激派の行動
　反社会的な行為を行っている非公然活動家や指名手配被疑者などは、アパート・マンションの一室に非公然アジトを設定
し、巧妙に一般住民を装って潜んでいます。しかし、よく見ると必ず不自然な行動をしています。

　例えば　①　昼間でもカーテンをして、部屋の中が見えないようにしている。
　　　　　②　部屋の出入りの際、周囲を異常に気にしている。
　　　　　③　外出は、人目がなくなってからにしている。
　　　　　④　単身のはずなのに、数人の者が出入りしている。
　などです。

　このような人を見たり、聞いたり、知ったりしたとき、または、「変だなぁ」、「おかしいなぁ」と感じられたときは、ど
んなことでも結構ですから、半田警察署、交番、駐在所へご連絡ください。
　警察は、平穏な住民生活を脅かす過激派の壊滅に向け全力を挙げ取り組んでいきますので、皆さんの理解と協力をお願い
します。
□問い合わせ先　半田警察署　�（２１）０１１０
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Information

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ日本脳炎予防接種についてのお知らせ
□１期対象者（３歳～７歳６カ月未満）
　平成２２年４月７日付で、厚生労働省から日本脳炎予防接種についての通知があり、
平成２２年度に３歳になる方のみ「積極的勧奨の差し控え」が解除されましたので、
対象者には予診票を通知します。そのほかの第１期対象者で接種を希望する方は、
保健センターへご連絡ください。
□７歳６カ月以上の方
　現在、定期外の接種となり、公費での接種はできません。経過措置（中止期間中
に７歳６カ月を過ぎてしまい、接種できなかった方への救済制度）の実施の有無な
どについて、厚生労働省で検討しています。決定の通知があり次第、広報などでお
知らせします。
　なお、自費で予防接種を受けられた方は、保健センターへお知らせください。
□２期対象の方（９歳～１３歳未満）
　現在２期での日本脳炎ワクチン使用が認められていないため、接種することがで
きません。厚生労働省から接種開始の通知があり次第広報などでお知らせします。
□問い合わせ先　町保健センター（オアシスセンター１階）　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，７１４　　（＋３１）

人　口　２５，３８９人（＋３４）

　男　　１２，５６１人（＋５）

　女　　１２，８２８人（＋２９）

（　　）は前月との増減数

３月中の異動

　出生　２２　転入    ２０２

　死亡　２２　転出    １６８

平成２２年４月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内310・317） 

5月23日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区で参加して 
美しい住みよい 
まちづくりに 

協力してくださいね。 

を実施します 


